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令和８年度第１回北海道観光審議会アドベンチャートラベル部会 議事録 

 

日 時 令和８年（2026年）７月１５日（水）1６:１５～１７:１５ 

会 場 北海道第二水産ビル 8階 会議室（オンライン併催） 

出席者 別紙のとおり 

 

議事 

（１）北海道アドベンチャートラベルガイド認定等制度の本格運用に向けた検討について（審議事

項） 

（２）本道のアドベンチャートラベルの振興に向けた施策について（意見交換） 

 

１ 開会 

 

■大上観光地事業担当課長 

ただいまから、令和８年度第１回北海道観光審議会アドベンチャートラベル部会を開催いたしま

す。本日はお忙しい中、引き続きご出席ありがとうございます。改めまして、私、道庁観光局観光地事

業担当課長の大上でございます。議事に入るまでの間、進行を務めさせていただきます。よろしくお

願いいたします。 

本日のアドベンチャートラベル部会でございますが、委員 5名中、会場 3名、オンラインの 2名の

ご出席をいただいておりますので、「北海道観光のくにづくり条例」第 15条第 2項の規定によりま

して、定足数を満たしておりますことをご報告いたします。 

また、本審議会につきましては、道が定める附属機関の設置及び運営に関する基準に従いまして、

公開とさせていただきます。議事録につきましても、北海道のホームページなどで公表することとな

っておりますので、ご了承お願いいたします。 

それでは開会にあたりまして、誘客担当局長の金盛からご挨拶申し上げます。 

 

■金盛誘客担当局長 

誘客担当局長の金盛でございます。アドベンチャートラベル部会開催にあたりまして、一言ご挨

拶申し上げます。まず本日は、審議会の本会に続きまして、長時間にわたりご協力をいただきまして

感謝申し上げます。 

昨年度の部会におきましては、皆様の熱心なご審議により第 6 期北海道アウトドア活動・アドベ

ンチャートラベル振興推進計画の策定に至りましたこと、御礼申し上げます。 

今年度は先ほどの審議会でもご説明させていただきましたが、昨年度から検討しております、北

海道アドベンチャートラベルガイド認定等制度の本格運用についてを審議事項とさせていただきま

した。本日は、これからこの検討課題をどのように進めていくのか、また検討にあたってどういう切り

口で議論し、これまでどのような意見が出ているのか、といったことを共有させていただきながら進

めていきたいというふうに考えております。委員の皆様におかれましては、今後の検討が有意義なも

のになりますよう、今の時点でお気づきのことがございましたら、忌憚なくご意見いただければと思
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っております。 

また、本日審議事項とは別に、第 6期計画の方向性を踏まえ、これからの本道のアドベンチャート

ラベルの振興について、どのような取組が求められていると考えられるかという点を、道外の動きな

ども交えながら、それぞれのご専門のご意見を伺いたいというふうに考えております。 

それぞれの議題につきまして、忌憚のないご意見いただけますようよろしく申し上げ、ご挨拶とさ

せていただきます。本日はよろしくお願いいたします。 

 

■大上観光地事業担当課長 

本日の日程でございますが、１時間程度、１７時頃までをめどにご審議いただきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。それでは、これからの議事進行は矢ケ崎会長にお願いいたします。 

 

２ 議事 

（１）北海道アドベンチャートラベルガイド認定等制度の本格運用に向けた検討について（審議事

項） 

 

■矢ケ崎部会長 

はい、承りました。矢ケ崎でございます。よろしくお願いいたします。 

それでは本日の議事に入って参ります。議事の（1）「北海道アドベンチャートラベルガイド認定等

制度の本格運用に向けた検討について」ということで、まず事務局からご説明をよろしくお願いい

たします。 

 

■佐藤主幹 

はい。それでは事務局からご説明させていただきます。オンラインの方も音声問題ございませんで

しょうか。このまま続けさせていただきますので、もし何か不具合等ございましたらチャット等にてお

知らせください。 

それでは改めまして、道庁観光局アドベンチャートラベル担当主幹の佐藤から、資料１「北海道ア

ドベンチャートラベルガイド認定等制度の本格運用に向けた検討について」をご説明させていただ

きます。 

１ページ目をご覧ください。先ほど観光審議会におきまして、大上課長から、今回のＡＴ部会の設

置をお願いした趣旨について説明させていただきましたが、改めて今年度の検討事項について経

緯を振り返らせていただきます。 

皆様ご記憶のことと思いますが、今資料に示しておりますのは、令和４年度の第２回ＡＴ部会で事

務局がお示しした資料でございます。この資料に示しておりますガイド新制度、すなわち「北海道ア

ドベンチャートラベルガイド認定等制度」につきましては、令和５年度に試行運用開始ということで

進めて参りました。ガイド資格自体は、現在も道知事が正式に認定している有効なものでございま

すけれども、制度の内容、例えば認定する分野や認定条件、民間運営を含めた制度運営の体制と

いった事項につきましては、試行運用を進めながら、課題の抽出などを行うこととしていたところで

ございます。 
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昨年度の部会におきましては、委員の皆様に制度見直しについてご意見をお伺いいたしましたけ

れども、この際、この件については時間をかけた議論が必要とのご助言をいただきました。こうした

経緯から、改めて今年を検証年といたしまして、来年度からの制度見直し後の本格運用を目指しま

して、ご協力をいただきたいと考えております。 

２ページ目をご覧ください。こちらも本会の方で使用した資料でございますが、昨年度最後の第４

回の部会でお示しした資料でございます。 

先ほどの説明にもございましたけれども、今回特別委員の皆様も合流されておりますので改めて

説明しますと、部会とは別に実務者を交えた検討会議を設置いたしまして、制度の見直しに係る詳

細な議論を行った上、部会にご報告をさせていただき、ご意見をいただくという流れで考えておりま

す。この旨で、皆様のご了承を昨年度末にいただいていたところでございました。 

３ページ目をご覧ください。ここから、本年度の制度見直しに係る取組状況についてご説明をさ

せていただきます。 

この検討会議につきましては、今年度「令和８年度アドベンチャートラベルガイド認定等制度環境

整備事業」の委託業務といたしまして、公募型プロポーザル方式にて受託者の募集を行い、資料の

とおり、一般社団法人北海道体験観光推進協議会を代表とし、株式会社ウェルダネスデザインが

構成員として参加するコンソーシアムが受託することとなりました。 

ご存じのとおり、体験協さんは北海道アウトドア資格制度の業務センターとして、長年にわたり本

道のガイド業界の実態や人脈をよくご存じの団体であります。また、ウェルダネスデザイン社は今回

オンラインでもご参加いただいております、石山委員のご所属でございます。これまでの経緯と議論

を十分に踏まえた形での検討が期待できるものと思っております。 

また、今回受託者ではございませんが、検討会議の方には荒井委員が会長を務められておりま

す、北海道アドベンチャートラベル協議会さんも加わっていただくこととなっておりまして、これまでの

アウトドアガイド制度とアドベンチャートラベルガイド制度、両方の事情を知ってる方々がコアに入っ

ていただいてると認識しております。 

この委託業務では、契約内容といたしまして、１つ目「制度見直しに向けた基礎調査」、２つ目

「検討会議の企画運営」、３つ目「検討した会議を提言としてまとめること」を含めておりまして、制

度の当事者である道内のガイドの方々の意見もしっかりと調査・把握した上で、制度の本格運用に

向けた諸課題を検討し、この部会で議論できる素地となる提言をまとめてもらうといった予定で進

めております。 

４ページ目をご覧ください。先ほどの本会でもこの資料使っておりますが、検討会議を交えた今後

のスケジュールを整理しております。 

現在が、７月のところに記載しております、第１回観光審議会ＡＴ部会の時点でございます。検討

会議事業は５月１１日に契約しすでにスタートしておりまして、本日はこの後、ここまでの進捗状況な

ども説明させていただきます。 

また今後、夏の間に、ガイドさんたちへのアンケートの実施と回収、またヒアリングなどを経まして、

検討や提言などをまとめていただきまして、およそ１０月中旬から１１月ごろに第２回AT部会を開催

いたしまして、この時点までにまとまっている提言を受け取った上で、皆様にその内容と、これを踏ま

えた道の素案について審議をいただくような段取りで考えております。その部会が終わった後に、先
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ほどご説明があった第３回観光審議会の方が開催となりまして、そこでご報告をするといったような

流れで考えております。 

この第３回観光審議会、第２回ＡＴ部会の方が終わりましたあと、ご議論いただいた点を踏まえま

して、素案の手直しを進め、２月頃をめどに、第３回のＡＴ部会を開催しまして、来年度の早い時期を

目途に、見直し後の内容でガイド制度を運用開始できるよう取り組んでいきたいと考えております。 

５ページ目をご覧ください。ここで示しております「本格運用に向けた１０＋αの課題」というもの

は、道が委託事業の提案を求めるにあたりまして、応募者に検討会議で話し合って欲しい事項とし

て提示した課題をまとめたものでございます。 

内容については、昨年度までの議論を踏まえまして、ＡＴガイド制度を今後長く運営していただく

にあたって、今整理しておくべき事項として道で検討したものでございます。 

まず、１番と２番としているものが、道のガイド制度を一つの体系の中に収めることを想定して、改

めて全体の俯瞰図を整理しようというものでございます。 

また、ＡＴガイド制度では、「タテの広がり」として、すぐれた技能や知識を持ったガイドさんを認定

することとしておりますが、一方で、その基盤であるアウトドアガイド制度にはマスターガイドという資

格がありまして、この２つの資格については、今回を機に、それぞれの役割の違いなども整理しまし

て、ガイドのキャリアアップの指針が分かりやすくなるようにしたいと考えております。 

それ以外の項目につきましては、基本的に今までの運用の中で課題として挙げられるような事項

を抽出したものでございます。 

特に、「一体となった運用」というキーワードが先ほどの資料に出ておりますけれども、２つのガイ

ド制度で更新の時期がずれていたりといったようなことが具体的な運用としては課題となっておりま

す。細かいので今回説明割愛させていただきますけども、こういったことを踏まえて、提言をまとめて

いただく予定でございます。 

６ページ目をご覧ください。検討会議の委託事業につきまして、６月末時点での進捗状況をご報

告させていただきます。 

検討会議は６月末までにすでに３回開催されておりまして、現在も継続的に開催をされていると

ころでございます。 

現時点では、提言の作成に向けて、全認定ガイドの意見を集約するためのアンケートの実施に向

けて準備を進めているところでございます。そのアンケートには、ここに示したような制度の課題につ

いての現場の声を拾うとともに、アドベンチャートラベルガイド自体の需要の実感や、制度に関する

自由意見なども募る予定でございます。 

また、事務局では、単にアンケート項目を作成するだけではなく、項目の妥当性なども精査するた

め、並行してアウトドア資格制度の実技試験の審査員を担当しているベテランのガイドさんたちから

のヒアリングも行っておりまして、こうした意見を集約しながら事業を進めていく予定でございます。 

７ページ目をご覧ください。先ほどのご説明のとおり、提言については１０月頃に一旦中間のまと

めを行うことを想定しておりますが、今の時点で、検討会議の方から聞いていることとしましては、こ

の提言の中には以下のような内容が含まれる予定でございます。 

第一に、制度名称についての提案。これまで本部会でも、ＡＴガイド制度の名称については、今後

の見直しが必要なのではないかという意見が出ていたことでございます。この機会に、現場からの
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声も踏まえまして、将来的に名称を変えていくべきなのか、また変えるとしたらどのような名前が良

いのか、ということについて取りまとめて提言をいただく予定です。 

第二に、制度の位置付けについての提案です。先ほども触れましたけれども、道が運営する２つ

のガイド制度がバラバラに併存しているのではなく、一つの道のガイド制度の体系に収まっている

形にしていくために、どういった位置付けが良いのかということを提言していただく予定です。 

第三に、これまでこの部会でも議題にしたことがございますが、認定要件の必須化についても触

れていただく予定です。現場の声をしっかりと取り入れて、制度の目的をちゃんと実態の制度に反映

しているような形に向けて、意見をまとめてもらう予定です。 

第四は、制度の詳細のこととなりますが、全体の研修体系や更新要件、そして今後制度を見直し、

改正することとした場合に、どういった経過措置が必要であるのかといったことについて提案をいた

だく予定です。 

第五に、これを支える運営事務局の体制や施策についての提案。 

そして最後に、これらのことを含めた制度移行についてのロードマップについて提言をいただく予

定でございます。 

なお、アドベンチャートラベルガイド制度の要綱改正自体は道の業務でございますが、どういった

改正をするのが適正であるのかということに向けて、このような提言をいただいて、ガイドの皆様に

も、ガイドと仕事をされる旅行業界の皆様にも、そして利用者である旅行客の皆様にもわかりやすく

納得のいく制度としていきたいと考えております。 

８ページ目をご覧ください。あわせて今回、皆様からご意見をいただき、もしご異論がなければご

了承いただきたいことがございます。 

こちらは制度開始初年度に認定を受けたアドベンチャートラベルガイドの皆さんについてのことな

のですが、今回、見直しを行っていることを理由といたしまして、資格有効期限の延長を行いたいと

考えております。 

対象者となる令和５年度の認定者、延べ２５名は、来年３月が資格の有効期限となっております。

要綱上は本人からご申請がございましたら、現行要綱で資格を更新することができるのですが、現

在このように、認定要件や認定手続きに影響がある制度見直しを行っている中で更新をしていただ

きますと、今後見直しが行われた後に、この年度の資格取得者だけ見直し前の基準で更新されたと

いう形になってしまいます。 

そこで、皆様にご議論いただき、ご了承いただけるようでありましたら、道といたしましては、対象

者の資格有効期限の延長について決定いたしまして、速やかに対象者に通知し、検討終了後の新

しい要綱・手続に基づいて、更新手続を行っていただけるように措置をしたいと考えております。 

このことについては本日、違和感があるやなしやについて、ご意見いただければ幸いでございま

す。 

９ページ目をご覧ください。最後に、改めてでございますが、昨年度末のアドベンチャートラベルガ

イドの資格保有者数についてご報告させていただきます。 

ご承知のとおり、昨年度までの第５期アウトドア活動振興推進計画を含めた資格保持者数の目

標は１００名でございました。一方、昨年度末の人数は８３名というところになりました。 

惜しくも目標には届きませんでしたが、制度の周知が進み、現在も続々と申請についてのお問い
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合わせは続いております。よって、今後も制度を続けていくべき、一定の成果はあったものと認識して

おります。 

しかしながら、今年度からの第6期計画ではより高い目標を掲げ、目標を200名としております。

これまでのアドベンチャートラベル関連施策がターゲットとしてきた、欧米市場からのインバウンド旅

行客も増加しております中、これからの５年間に向けて、これらの旅行客の受け入れに対応する人

材としてのアドベンチャートラベルガイドの人材確保をどのように進めていくべきかについても、本日

ご意見を伺えれば幸いでございます。 

最後のページ、１０ページ目をご覧ください。今までご説明した内容を踏まえまして、本日ご議論

いただきたい項目についてまとめさせていただきました。ぜひ、率直なご意見を伺えれば幸いでござ

います。事務局からは以上でございます。 

 

■矢ケ崎部会長 

ご説明ありがとうございました。それでは審議の方に移らせていただきたいと存じます。今の事務

局の説明について、ご質問やご意見をいただいて参ります。 

特に、最後のページの１０ページにあります、本日意見を伺いたい事項５点。これについて、順不

同で結構ですし、まずはここについてのご発言です、ということでも結構ですので、皆様方からご意

見を伺って参りたいと思います。 

ご意見を伺う前に、今回検討会議に受託者として関わっておられます石山委員から補足で何か

ご説明でありますとか、コメントとかございましたらお願いいたします。 

 

■石山委員 

資料の５ページを出していただいてよろしいですか。 

検討会議の中では、やはり最初の①、②、③。ここが非常にわかりづらいというか、整理できてな

いんじゃないかっていう議論を行いましたし、ガイドさんへのヒアリング等も含めて、理解されていな

い感がすごくありましたので、ここをまず明確に方向性を示した上で、いろんな形でアンケートとかヒ

アリングを行っていこうという形で進めています。 

①については、タテヨコの関係とか、従来私の方からお話させていただいている部分の理解不足

というか、伝え方とかいろいろあると思うんですけども、やっぱり現役のガイドさんが理解されてない

というところ。 

それから②については、もともと違う制度なのに、「どちらが偉いんだ」みたいな議論も出てしまっ

ていたり、やはり整理が必要だということですね。 

それを踏まえた上で、③できっちり方向性をお示しするということに、受託してから６月までは費や

している状況でございます。 

現在は、先ほど佐藤さんからお話がありましたとおり、現役の審査員の方を中心に、この仮説に

ついてヒアリングをしたり、現在のマーケットの状況についてヒアリングをさせていただいてる状況で

ございます。 

私の意見としては後で構わないと思うんですが、一旦補足のところとしては以上でございます。 

あと７ページいいですかね。先ほど検討会議の中で整理を一旦仮説でさせていただいてるのが、
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この６つのうちの上位３つ。ここについて、一旦検討会議で方向性を示して、今ヒアリングとアンケー

トに対する準備を進めているところでございます。以上です。 

 

■矢ケ崎部会長 

ご説明ありがとうございました。それでは石山委員としてのご意見を別途よろしくお願いいたしま

す。 

 

■石山委員 

一緒にやっちゃうとおかしなことになりそうなんで。 

 

■矢ケ崎部会長 

わかりました。それでは、今の補足説明を踏まえまして皆様方からご意見を、５項目どこからでも

結構ですのでお願いできればと思います。 

 

■荒井委員 

３番。これ私も多分対象者だなと思って、話を聞いて、確かになるほどなと思いました。延長するこ

とによって大きな問題がなければ、確かに手続き的にはその方が一番合理的だなと思いましたので、

延長することで、何か大きな不利益、または不公平、何か問題が起こるか。高田さん、またはどなた

か、何か思いつきますか。僕そんなに今思いつかないなと思って、基本的には賛成かなと思ってるん

ですけど、何かリスクはないか、です。 

 

■矢ケ崎部会長 

高田さん、どうですか。 

 

■高田委員 

私は全く異論はないです。延長は賛成ということでお願いします。 

 

■鈴木委員 

  賛成で良いと思います。 

 

■矢ケ崎部会長 

はい、承りましたありがとうございます。 

 

■荒井委員 

なさそうですよね。ないと思います、僕も。 

 

■金盛誘客担当局長 

  こちらサイドも特段ないであろうという前提で。考えてはみたんですけれども。 



 8 / 22 

 

■荒井委員 

  ですよね。 

 

■矢ケ崎部会長 

わかりました。では、この５項目の３番目、資格認定者初年度の方の有効期限延長については、よ

ろしいのではないかということでございますので、３番はこれで片づきました。ありがとうございまし

た。では、ご意見をいただいて参ります。 

 

■鈴木委員 

質問です。９ページ目の、ＡＴガイドさんの数のお話教えていただいて、目標が２００人っていうの

は、何年の３月末っていうイメージで。５年計画なんですよね。 

 

■佐藤主幹 

そうです。２０３０年度末に２００人。 

 

■鈴木委員 

２０３１年３月末時点ですね。ぜひ、教えていただきたいのは、続々の申請というのは、始めたばか

りの若手のガイドさんが多いのか、北海道アウトドアガイド資格制度を持っているような古参の方々

も、ＡＴガイドについて問い合わせをしてくださってるのか、イメージはどんな感じなんでしょうか。 

 

■佐藤主幹 

ご質問ありがとうございます。 

２つパターンがあると思っています。１つは、やはりこれからアドベンチャートラベルガイドを目指し

たいんだけれどもどうしたらいいですかのパターン。なので、まだガイドさんとしての経験値とかはど

れぐらいなのかちょっと分からないんだけれども、この仕事に興味があるっていうパターンのお問い

合わせがあります。 

もう１つは、やはりこれまでもう活動されていたガイドさんで、制度のことを知って、自分も今までイ

ンバウンドの受入などをやってきていたんだけれども、こういう制度があるようだから資格を取りたい

ってパターンがあります。 

なので、実際に問い合わせていただいた段階で認定要件満たしている場合と満たしてない場合

は当然あるんですけれども、お問い合わせ数としては割と続々と来ている段階なので、200 人に行

くまでにはまだちょっと弱いんですけれども、関心は確実に継続してるんだなっていうようなことを事

務局としては考えているところでございます。 

 

■鈴木委員 

「続々」ってどのくらいですか。 
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■佐藤主幹 

そうですね、月に何件かはあるという感じです。すごくいっぱいバンバン来て困るとかではないで

す。ただ、月に１回２回ぐらいそういうお問い合わせを担当が受けて、こういう回答をしようと思います

っていう報告が私のとこに来るというような状況にはなっています。 

 

■荒井委員 

毎月２人だったら年間２０人くらい。 

 

■高田委員 

今の続々と来ているっていうのと、月に１件２件だと、ずいぶん誤差があるのかなと思うのと、さっ

き鈴木さんが聞いていたのは、今までがガイド資格を持ってる人たちがしっかり聞いてきてるのか、

それとも、これからやろうとしてる人たちが聞いてきているのかっていうところをはっきりして欲しいな

と私は思います。 

 

■鈴木委員 

同感です。できれば、既存のガイドさんについては、具体的に名前を聞けば私たちは大体分かる

ので、「富良野の何とかさんが問い合わせしてきてくれてびっくりした」とか、「今までそっぽ向いて

たのに急に向いてくれた」とか、そういった情報が数件でも分かれば大変にイメージが湧くし、声掛

けの順番も変わってくるような気がします。 

 

■佐藤主幹 

ありがとうございます。すみません、今日の段階で、毎月どれぐらい問い合わせが来ていて、誰か

ら来ているのかっていうのをお示しできる資料をご用意していないので、次回の議論に備えて整理

をさせていただいて、お示しするようなお約束させていただくことでよろしいでしょうか。 

 

■鈴木委員 

  はい。 

 

■佐藤主幹 

ありがとうございます。不明瞭な回答の仕方で申し訳なかったんですけれど、「続々と」というより

は「断続的にパラパラと」というのが多分正しい表現かなと思います。 

 

■矢ケ崎部会長 

ありがとうございました。その「断続的にパラパラ」の中身を調べて、ご報告・共有いただけるとい

うことで、よろしくお願いいたします。 

 

■佐藤主幹 

  承知いたしました。 
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■荒井委員 

今の議論聞いてて、私は反省なんですけど、現場側からは。こうやってガイド制度関わっていて、

目標は「増やそう」じゃないですか。だから、本当は、例えば私ＨＡＴＡ会長として、または一ガイド事

業者代表としては、やっぱりこの辺が動いて、みんな取れよ、取れよ、取れよとか、鈴木さんのように、

お客さん送る立場で、やっぱり、お前もガイド資格取れよ。お前もガイド資格取れよ。っていうのを。 

あとは、せっかくもうすでにこれ１回方針出して実行しているので、実際に実行するときに、何かも

う少しガイド事業者にがっちりキャンペーンをやって、「みんなでやろうぜ」みたいなことが起こらない

と、多かったか、少なかったかが別としても、何かそういう動きにやっぱり繋げる必要性があるなと。

それに対して僕も主体的に動かなかったなって、今ちょっと反省も含めて思いました。高田さんどう

ですか。 

 

■高田委員 

私としては、やはり北海道のガイド資格制度と最終的には一緒にしていかなきゃいけないんじゃな

いかと思うので、今持ってる方たちに、ＡＴガイド資格を取っていただくというのが一番良いのかなと

は思うんですけれども。以上です。 

 

■矢ケ崎部会長 

ありがとうございます。今ご指摘の方向で検討も進んできているということですので。加えて、機

運を盛り上げるキャンペーンとかも必要だったかもしれないですね。 

 

■鈴木委員 

今回初めて出てきた、「実技試験審査員を対象に個別ヒアリング」ってめちゃめちゃ大事ですよね。

審査員の方々が「インバウンドを受け入れているのなら、これは絶対やったほうがいいよ」って一言

言うのと言わないのとでは、大きな差が出ると思うので。 

石山さんたちが受託されている事業で、それぞれ個別のガイドにどういったストロークのメッセー

ジを投げていくか。「次の展開のための調査を」ということに加えて、プロポーザルの要件の中には

書いてないかもしれないけれど、AT ガイド資格について PR すること、理解を浸透させることまでや

ってもらえればいいなと思って聞いていました。 

 

■矢ケ崎部会長 

ありがとうございます。石山委員このあたりいかがですか。 

 

■石山委員 

10ページを出していただいていいですかね。 

今の部分については、多分４番目のところ、「ＡＴガイドのさらなる人材確保に向けた課題につい

て」ということで、ご議論されてる中で、今まで、やっぱり体験協さんを中心とする、北海道アウトドア

資格ガイドの業務センターと、道が運営するATガイド制度の中に、やっぱり２制度の弊害みたいな、
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ところ。ここを整理することによって、この人材確保に向けた課題についてはある程度解決できるん

じゃないかという形でちょっと考えていて。 

例えば、今、佐藤さんと皆さんが問い合わせがどうだっていう、数はどのぐらいあったっていうお話

をされてましたけども、実はですね、毎年アウトドア検定に申し込み、もしくは問い合わせする方が大

体６０名から７０名いらっしゃるそうです。 

毎年ガイドになりたい人の問い合わせがそのくらいあるということは、すごく重要な情報だという

ふうに考えていて、今回、制度を一本化し、分かりやすく、最終的にガイドを目指す方の目標がどこ

にあるのか、というところをお示しすることによって、非常に志望者に対して目標感が出てくるんじゃ

ないかというふうに考えていて。 

裾野を、今までのガイドさんもしくは、ガイドになりたそうな、不確定要素な身の回りにいる方々に

加えて、さらに明らかにガイドを志望している方々にもちょっとアプローチをして、母数を、対象者を

増やしていくということが、最終的に提言でもはっきり打ち出せたらいいなというふうに考えています。 

あと、１番目の制度の見直しの進め方については、まず英語力。英語ができる・できないというと

ころで、インバウンドを相手にするのであれば、明確に線を引くべきだなというふうには思っています。

ただし、その線の引き方について、いわゆる通訳案内士・スルーガイド系の方と、アクティビティガイド

系の方を同一の基準に、設定する必要もないと思っていて。 

やはり、円滑にアクティビティを経験していただいて満足を高められる方、ツアー全体の理解力・

伝達力を求められる方っていうのは明確に線引きをしたほうがいいかなというふうに、整備の方向

性を考えていたりもします。 

２番目の現時点での検討内容については、先ほどお話したところだと思いますので、１番と４番に

ついて、お話をさせていただきました。 

あと５番、「ＡＴガイド制度及び制度の見直しに関することについて」は、先ほどの資料の中にあり

ますけども、よりアウトドアガイドの方が理解しやすく、および、ＡＴガイドもしくはアウトドアガイドにな

ることによる有用性をしっかり打ち出せるような定義にしたいなというふうに思っています。以上です。 

 

■矢ケ崎部会長 

どうもありがとうございます。少し突っ込んだ話もしていただきまして、ありがとうございました。今

のお話をお聞きになられてさらに何か、ご意見・確認事項・ご質問何でも結構です。いかがですか。 

 

■鈴木委員 

今の数字で、入口の条件として定めているアウトドア検定の受験者が毎年 60～70人いるという

のはものすごくイメージが湧く数字です。この６０～７０人が、イメージでいいんですけども、そのうちの

何割ぐらいが外国人のお客様を受け入れるので英語ができなきゃ駄目で、ＡＴの資格も取ってもら

いたいっていうのか？ もしくは、こちらから啓蒙してそのように持っていくのか。 

６０～７０人は見えたので、２００人に到達するためには毎年どのぐらいの人が、どのくらいの割合

で取っていけばいいのかっていうふうに、推移を確認していく数値目標みたいなものが定められると、

前に進みやすいかなっていう気はしました。 
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■矢ケ崎部会長 

あと１２０人。 

 

■鈴木委員 

これ延べですよね。 

 

■佐藤主幹 

そうです。 

 

■矢ケ崎部会長 

あと４年で１２０人、最低増やすということですね。 

 

■鈴木委員 

６０～７０人のうち半分がなっていく。 

 

■矢ケ崎部会長 

そうですね。毎年３０人ちょっとくらいがなっていくと、安定して。やっぱり６０～７０人受験者の方か

ら一定割合上がっていくとしても、そこの母集団を少し増やさなきゃいけないイメージですかね。 

 

■鈴木委員 

アウトドア検定受ける人も、６０～７０人ではちょっと足りないなということがこれで見えたわけです

よね。そして、そのために打つ施策と、６０～７０人の方にＡＴガイド資格に興味を持ってもらう施策は

別化と思います。 

いずれによ、今、６０～７０人と教えてもらったのが、すごい大きなメルクマールかなとは思いました。 

 

■矢ケ崎部会長 

でも、この６０～７０人が土台としてあるんだっていうことは、力強いデータというか、ありがたいデ

ータでもありますよね。こうやって戦略が見えてくるんですね。 

 

■鈴木委員 

もう１つ余計なことを言うと、宿泊税の予算を使って、北海道で観光に携わる、もしくは観光に興

味を持つ人材を増やしていこうっていう、人材教育・研修をやっていこうとしていく中に、アウトドア検

定を受けるっていう項目はなかったと思うんですよね。確か。 

もしかしたらですけど、北海道教育大岩見沢校や日高の高校みたいな「アウトドアガイド資格を

取ろう」くらいの勉強と同じようなニュアンスで、観光に携わる仕事っていうのは、宿泊もある、飲食

もあるし、交通機関もあるけど、アウトドア検定受検というところから始まる、ガイドっていうビジネス

人生もあるんだよみたいな。エアポケットになってるような気づきがありました。これは今入れたら間

に合うかなと思います。 
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■矢ケ崎部会長 

入ってないですか。 

 

■佐藤主幹 

今、正確なことが申し上げられないので確認をさせていただきますが、おっしゃるご指摘事項は理

解いたしました。 

 

■矢ケ崎部会長 

もしなければ、やはり入れるかなというところ・・・。 

 

■高田委員 

入れてもいいと思うんですけど、先ほど６０～７０人毎年受けてるということで、合格率ってどのぐら

いなんですか。トライしてる人は結構聞くんですけど、落ちてる人も結構聞くので。 

 

■石山委員 

正確な数字は言えないんですけど、６割ぐらいだと思います。 

 

■矢ケ崎部会長 

合格が。 

 

■石山委員 

検定ですね。このあと実技とかが入りますので、やっぱり取得には２年ぐらいかかる。志望者が全

員合格するわけじゃないです。 

 

■高田委員 

ええ。というのが現状なので、新しい人はそんなにポンポンポンポン増えていくっていうものではな

いと思います。であれば、やっぱり今アウトドア資格を持ってる人たちをいかに、ＡＴガイドは魅力ある

ものだということをお伝えして、ＡＴガイドにしていくかっていうことが大切なんじゃないかと思います。 

 

■矢ケ崎部会長 

なるほど、わかりました。ありがとうございます。すでにアウトドアの資格持ってらっしゃる方に、ＡＴ

ガイドを取っていただくっていうことを太い柱としつつ、新しい方をどういうふうに追加させていくの

かという、両面作戦が必要になりますかね。ありがとうございます。 

 

■石山委員 

今のに加えて、少し補足の発言をしてよろしいでしょうか。 

今回はこの事業という枠の中でお話をさせていただいておりますけども、北海道は別事業で、稼
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げるガイドになるためにはっていう事業を展開されてまして。そちらで、今の現役のガイドさん、ガイド

を目指す方が、稼げるガイドになるためにはどのようなことが必要か、というところも、今議論が進ん

でいますので、いずれまたお話はできるかもしれませんが、そこを一旦ないがしろにしているわけで

はないということだけ、ご理解をいただければと思います。以上です。 

 

■矢ケ崎部会長 

ありがとうございます。ガイドに関する事業も、結構いろんなものが走ってるんですね。全体像が統

一されていた方がいいような気もしますけれども。 

 

■佐藤主幹 

議題（２）の方で、事業一覧の資料が出て参りますので、そこで今のお話について少し補足説明

させていただきます。 

 

■矢ケ崎部会長 

はい。その時にお願いいたします。 

それでは今の議題、１０ページの５項目ですね。他にいかがでしょうか。大体こんな感じでしょうか

ね。石山さんも入っていただいて、非常に心強いということですので、鋭意進めていっていただいて

いるんだなということがよくわかって参りました。 

今、委員の中からご指摘ありましたことも踏まえて、事務局の方でお進めをよろしくお願いいたし

ます。 

 

（２）本道のアドベンチャートラベルの振興に向けた施策について（意見交換） 

 

■矢ケ崎部会長 

審議事項は以上なんですけれども、せっかくお集まりいただきましたのでということで、この場で

事務局から、今年度の北海道のアドベンチャートラベル振興に向けた施策について、ご説明いただ

きたいと思います。そののち、委員の皆様それぞれのお立場からですね、ご意見やご助言をいただき

たいということですので、まずご説明を先にお願いいたします。 

 

■佐藤主幹 

それではまた事務局から説明をさせていただきます。この議題（２）の方は意見交換ということで、

本会への報告をするものではないんですけれども、いろいろな意見いただきたいということで、私ど

もの今年の施策などを紹介させていただきながら、お話伺いたいと思っております。 

まず１ページ目をご覧ください。これは、まず先に今日の議題（２）で私どもが伺いたいと思ってい

た事項でございます。順を追ってどういうお話なのかということを説明させていただきますが、話が

行ったり来たりすると良くないので、先に、３ページ目の「令和８年度道のアドベンチャートラベル関

連予算事業一覧」で、ガイド制度の話からさせていただきます。 

ガイド制度に関する事業というのが、右半分になっています。「ＡＴガイド人材育成・能力向上事業」
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というのは、これまで行っているアドベンチャートラベルガイド向けの研修体系になっています。これ

は継続事業でございます。 

この後の話に関わってくるものとして、新規事業で「地域文化研修事業」というものが今年から

新たに増えまして、これについては後で議論のポイントとしてもう一度触れさせていただきます。 

先ほど石山委員からお話がありました、「稼げるガイド育成に向けたキャリア構築支援事業」とい

うのも新規事業で、右下に入っておりまして、こちらがガイド制度として初めての宿泊税事業になっ

ております。 

内容といたしましては、ガイドの担い手の確保ですとか、アドベンチャートラベルガイド制度始まっ

たときからのテーマである、より稼げるガイドになっていただくためにはということを、道としても後押

しする事業やっていきたいということで今年度から始めるものでございまして、この事業の形がベス

トとは思っていないんですけれども、まずはスタートということで、こういった内容で企画したものでご

ざいます。 

内容といたしましては、ガイドとしてのキャリア構築といったものはどうしていったらいいのか、また、

実際に稼いでいらっしゃるガイドさんというのはどういった集客方法をしているのかということを学ぶ

ようなセミナー。 

また、実際にお客さんを受け入れているガイド事業者で、どういうガイドが行われているのか、どう

いう事業が行われているのかということを実地で学ぶ場の研修事業。 

それから、そういった研修を経た方々が、実際にガイディングをやってみて、フィードバックをもらう

ようなモニターツアー。 

そして最終的に、旅行会社の皆様やガイド事業者の皆様と、今稼げている方、稼げていない方、

若手の方も含めて、マッチングの場を提供するような内容といったものをワンセットにした事業として

今年始めようとしているものでございます。 

これから始まるので未知数のところではあるんですけども、こういったところによって、さらにガイド

さんたちのキャリア構築を支援していきたいなと思っているところでございます。 

では、話を戻させていただきます。まず２ページ目の方に戻りまして、昨年度皆様のご協力により

まし第６期の計画が無事策定されまして、今年度から５年間その計画期間としております。 

今期計画で議論の結果、特に強く盛り込んだ箇所がこの資料で赤字になっている場所でござい

ます。 

中でも、アドベンチャートラベルのコンテンツについて、地域の自然だけでなく、各地の歴史・文化

産業との繋がりを持たせる取組を強化していくこと。 

また、欧米豪市場だけでなく、アジア市場の市場拡大も図っていくことといったことを、注力点とさ

せていただきました。 

３ページ目にいきまして、先ほどは右側の話しさせていただきましたが、今度左側の方のお話させ

ていただきます。 

欧米豪とアジアに向けたプロモーションについては継続事業となっておりまして、今後も計画での

議論を意識した事業執行を続けて参ります。 

一方ですね、先ほど触れましたけども、「ＡＴ受入に向けた地域文化研修事業」というものを今年

度新たに行いまして、今、アドベンチャートラベルの業界団体アドベンチャートラベルトレードアソシエ
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ーションのレポートなどでも、食や文化を扱うソフトアドベンチャーが世界的トレンドになってきている

といったような報告がございます。 

そこで、今日ご議論いただきたい１点目のトピックスとしては、委員の皆様それぞれのご知見から、

北海道に今後どのような文化や歴史のコンテンツを活かしたアドベンチャートラベルの可能性があ

ると思われるか、ご意見いただければありがたいなと思っております。 

次の４ページご覧くださいませ。こちらから２点目のトピックスについてのお話になります。 

ご承知のとおり、この冬、新千歳空港に、エアカナダによるバンクーバー直行便、ユナイテッド航空

によるサンフランシスコ直行便が就航する予定でございます。こちらの資料は、就航便と就航地の

情報について様々な公開情報をもとにまとめたもので、この資料はいろいろな会議でも使わせてい

ただいているんですが、こういったチャンスを最大限に生かすため、北海道のアドベンチャートラベル

に関する取組といった視点では、どういったプロモーションや施策というものが期待されるものかと

いうことについて、ぜひご意見いただければと思っております。 

次のページに参りまして、このご議論の参考といたしまして、５ページ目の資料がこの両便の出発

国に、同じく今冬に直行便が運航する予定のオーストラリアを加えた、３カ国の入込客数のデータを

まとめたものでございます。 

ご覧いただいておりますとおり、特に、米国からの旅行客につきましては、２０２３年のＡＴＷＳ北海

道・日本開催以降、大幅に増えておりまして、コロナ禍以前のインバウンドが最も多かった時期を上

回る入込客数となっております。 

カナダについても、米国ほどではありませんが似た傾向が出ております。 

オーストラリアについては、もともと冬のアクティビティを中心に来道者が多かったところですが、

このグラフだけでは読み取れないんですが、夏のアクティビティなども増えておりまして、コロナ禍明

けではそれ以前を上回る入込客数になってきているところでございます。 

続きまして、６ページ目も参考資料となりますけれども、先ほどの資料だけだと、アドベンチャートラ

ベルが入込客数に影響しているということを、完全に証明することができないんですけれども、もう１

つの参考データとして、観光機構の「北海道来訪者満足度調査報告書」から、米国とオーストラリア

の滞在中にアウトドア体験を楽しむ率を引っ張って参りました。カナダはサンプル数の関係でデータ

がなく、この２カ国だけになっております。 

もともと、この２カ国については、アウトドア体験を楽しむ率が高かったんですけれども、特に米国

についてはＡＴＷＳ以降、さらに体験率が上昇していることが分かっております。これが体験観光の

受入体制整備によってさらに体験率が上昇しているのであればありがたいなと思っているところで

す。 

３点目のトピックスといたしましては、皆様としてこうしたデータをどう読まれるか、また、北海道に

北米地域を初めとする世界の方々を呼び込むためには、受入体制整備としてはどのような取り組み

が必要と考えられるか、といったことについてお話を伺えればと思っております。 

なお、次の７ページは参考でございまして、先ほどのはアウトドアアクティビティのデータだったん

ですが、こちらは文化系アクティビティの体験率のデータになっております。サンプル数が少ないの

で信憑性については何ともというとこあるんですけども、一応そちらも取ってみましたので、ご参考と

してください。 
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最後、８ページ目が、今日お話いただきたいことの再掲となっております。 

この３点につきまして、ぜひ皆様の意見を伺えれば幸いでございます。またその他のことでも、ご

自由にアドベンチャートラベルの振興に向けてご意見ございましたらいただけたらと思っております。

事務局からは以上でございます。 

 

■矢ケ崎部会長 

ご説明ありがとうございました。では、今スライドに映っております、ご意見伺いたい４項目ですね。

それぞれ結構重たいんですけど、時間の関係もありますので、委員の皆様方、順繰りに、４項目の一

番話しやすいところに集中していただいても、全部話していただいても結構ですので、おひとりおひ

とりにお話を伺って参りたいというふうに思います。 

 

■荒井委員 

１番目の「歴史・文化・産業と連携」はもうマストだと思います。もう皆さんこれはわかってることか

なと思いますが、自然だけじゃ限界があります。 

ちなみに、１つ、僕らがすごい気づいたことがあって。例えば、神社・仏閣のようなザ・日本文化み

たいなのは、どうしても本州と比べたらねって僕ら恐縮して、結構控える傾向にあったんですけど、東

川神社。よかったですやってみたら。 

そりゃあ、もう３００年続く広島県のどこどこみたいな、みんな頑張ってますけど、旅行者は、ある意

味どこの神社でもいいっていうことも僕わかりました。僕らがイギリス行って、どこのチャーチ行っても

いいじゃないですか。みたいな観点で、僕らにとっては大切な東川神社、っていう形で紹介するのは

実は商品として成り立つなと思って。やっぱり地域のものとして、丁寧にガイドがご案内すれば非常

に意味があるっていう価値を最近見い出してます。 

もう１個、ポイントは３番目です。世界の旅行客の受入の最低ラインが、やっぱりサステナブルであ

ることはもう外せないなと実感しております。 

２つ経験があります。１つは、この間４月にタイのプーケットで、ＧＳＴＣ（グローバルサステナブルツ

ーリズムカンセル）の国際会議があって、タイに行ったんですけどね。 

他のアジアの国では、サステナブルじゃない宿はもう来てもらえないっていう観点でホテルは投資

をしてました。アジアは顕著で、サステナブルじゃないのが、例えば自動労働してるとか、きちんと排

水とかごみの管理をせずにやっているみたいになってて、「そんなホテルに泊まったんですか、お宅

は」って言われてしまう。 

ＢtoB なので、向こうも会社を背負って来てたり。例えば、保険会社のインセンティブで来ましたと

か、そういうふうになってくるともう絶対にそんなことはできない、っていう観点から、あったらいいじゃ

ないっていう波は確実に来ているし、それやらないと生き残れない、お客さんが取れないって言われ

ちゃうっていう状況だと。 

日本国内においても、我々もちょこちょこ海外オペレーターとやりとりしますが、もう繰り返しになり

ますが、やっぱり北海道アウトドアガイド資格持ってますっていうのは、一発オーケーですね。非常に

わかりやすい知事認定というこの価値はしっかり我々も認識してるべき、というのが見えてます。以上

です。 
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■矢ケ崎部会長 

どうもありがとうございました。石山委員、いかがでしょうか。 

 

■石山委員 

１番目については、先ほど荒井委員もおっしゃってましたけど、やはりその地域の暮らしを商品化

するというところに大仰にこう、文化がないからとか、歴史がないからっていうことではなくて、やっぱ

りその地域の暮らしを前面に出した商品化をして、お客様の納得感を高める必要があるのかなと思

います。 

それから２番目については、今、冬季間の運行ということで、スキーを中心に来るんでしょうけれど

も、それに対応した資格の打ち出しとかをするべきだと思いますし、一方で、今、いろんなガイドさん

にアンケートをとってますけども、やっぱりそのＡＴという市場の考え方、それからインバウンドの国の

構成比が北海道内でもそれぞれ違いますので、新千歳だけが欧米豪の入口になっているところが

やはり強くて、それ以外の地域はやっぱりまだまだ欧米豪のお客様は流れて来ない。逆に、タイやシ

ンガポールのお客様が圧倒的に多いことだったり、こういったゲート別の施策等を含めて、プロモー

ションと連携するべきかなというふうに思います。以上です。 

 

■矢ケ崎部会長 

どうもありがとうございます。では鈴木さん、お願いします。 

 

■鈴木委員 

いろいろあるんですけど１つに絞って。３番目のところにあると思うんですけど、ものすごく大事な

視点を持たなきゃいけないと思っています。ずっとお話をしてるアウトドアガイドさんっていうのは、生

業として観光客を受け入れる観光のプロなんですね。だから、おもてなしもしなきゃいけないし、それ

こそ安全とか、救急の管理の担保もしなきゃいけない。これがもう圧倒的に、まず第一の定義です。 

一方で、文化の担い手とか、農林水産業の担い手とか、地域の食を体験・体感させてくれるって

いう人は、アマチュアなんです。観光のアマチュアなので、これはおもてなしじゃなくて、おすそわけな

んですよね。 

とすると、さっき荒井さんが言ってくれたサステナビリティの担保という観点には、地域に住んでい

る人の生活とか、産業の担い手を持続させるために、観光を活用しようという文脈もあるんです。 

お客さんに喜んでもらうイコール地域にお金が落ち、地域にやりがいができて、シビックプライド

ができて、俺たちの地域ってすげえよな、なんて言って地元の人が元気に生き生き暮らし続けられる。 

そのためにも、だからこそ地域偏重とか季節偏重があるところに、積極的にお客さんを送り込もう

としてるわけで。 

とすると必要なのは、おすそわけをしてくれる観光のアマチュアに対して、受入制限をし、条件を遵

守させ、顧客を選別して教育して、その担い手の方々を保護するコーディネーターが要るんですよね。 

これなしにガバガバ入れちゃったらえらいことになる。「もう二度と外国人観光客の受入れなんか

しない！」っていう人達を増やしていくことになってしまいます。うちはもう 15 年やってますけど、この
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農家さんは入れても月に 1回か 2回だとか、この漁師さんの体験は観光協会のスタッフがやってく

れるんで毎週 2 回でも大丈夫だとか。そこの寸止めをする、ハードルをちゃんと守ってあげることが

重要。 

要は、英語でお客さんとやりとりをしたり、クレームの処理をしたり、とかっていうのを、担い手にさ

せた瞬間に受入れに対するやる気が終わってしまうので、それをコーディネートする、地域のＤＭＣ。

ＤＭＯじゃなくて DMC。もしくは旅行会社。ちゃんと値段をつけて、お客さんとのやりとりを担当してく

れて、担い手のことを守ってくれるっていうコーディネーターがいないと、多分全部絵空事になる。 

それが、うちみたいな小さな旅行会社がもっとたくさんあればいいのにって話に繋がります。地域

の観光協会が、ＤＭＯって言ってるけど、やっぱりお金を稼がなきゃって言ってＤＭＣ化してるところも

あるんです。そういったところの動きががすごく大事なポイントだと思います。 

北米からのお客様は、英語が通じてマナーの良い、お客さんのレベル良いので、増えれば増える

ほど、地域にとってはありがたい。とすると、そのコーディネーターの必要性が最も大事かなと。 

荒井さんにかかれば、大雪山周辺の農家さんとかお寺さんとか神社さんとか連れていってくれる

わけですよね。この荒井さんたちは守ってくれるんですよ、その地域の方々を。こういう人を増やさな

きゃいけないんだろうなと思います。 

 

■矢ケ崎部会長 

ありがとうございます。良い意味でのアマチュアの方に活躍してもらうために、その方々をビジネス

の世界と繋ぎ、守り、そういう役割が観光ってどうしても要りますよね。ありがとうございます。 

高田さん、ご発言をお願いいたします。 

 

■高田委員 

やはり、１番目の「歴史・文化・産業と連携したアドベンチャートラベル」。これはもう、AT っていう

名前をつけるのであれば絶対これは条件だと思います。 

例えば、その文化なんかをしっかりと、地域の文化ですね。あと地域の特産物なんかも、例えば、

阿寒の場合は、ヒメマスなんかは。マリモに次いでヒメマスって形にはならなきゃいけないんだけど、

阿寒が原産だなんてことは、阿寒の町の人でも知らない人いっぱいいますよ。そういうことをちょろっ

と言うだけで、ものすごく価値が上がる。そういう地域なんだって。 

ですから今、クマ問題も非常に出てますけど、逆に、「阿寒では過去１００年クマの事故はないん

ですよ」「でもこういう足跡があったり、こういうのが見れるんですよ」と。これはしっかりと人間と、動

物との境界が、知らず知らずに出来ているんだっていうのは、そういう文化も前田一歩園で話してい

たりするので、そういうところに関しては絶対に歴史・文化・産業っていうのが必要になってくるところ

だと思います。 

あと、北米をターゲットにしたプロモーションに関してですね。ＡＴＷＳ２０１６に行った時に、シャノン

会長に私が直接アドバイスをいただいたのは、インフルエンサー。 

前も言ってますけど、「インフルエンサーだけに頼ると失敗するよ。北海道にいたインフルエンサー

が明日はアメリカにいるかも分からない。それじゃもう北海道消えちゃうよ」と。だからそうじゃなく、誌

面を持ったライターさんを、FAM を作って呼び寄せる。それで、そのときには必ず、何と何を書いても
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らうという約束を通して、呼び寄せて、それでプロモーションしてもらう。 

というようなことをやって、実際に今、非常に釣りのお客様が多いです。今年は本当に非常に多い

状況になってるので、そういう部分では、やはり、誌面を持ったライターさんをきちんと呼び寄せるっ

ていうところに、焦点を合わせてやってったほうがいいんじゃないかなと思います。以上です。 

 

■鈴木委員 

今、高田さんのお話を聞いてて思い出したんですけど、瀬戸内で欧米のエージェントをがっちり掴

んだ方がいるんですけども。 

その方が全く同じことをおっしゃってて、権威のあるメディアにいかに書いてもらうかが一番早い。

今 AIが検索しようが Googleで検索しようが、全部やっぱり最後は権威あるメディアの文章にいく

んですって。それは、今更なんですけど紙のメディアとか。もちろん紙と同じ内容が Web 化されてい

るので。 

そういう意味では、まさにその誌面を持っている、それも権威メディアってもう見えてるんで。世界

中に。北米から権威あるメディアに誌面持ってるライターさんを呼ぶ。それがＡＴ系の話であれば、Ａ

Ｔのライターさんを呼ぶ。ということなんだなあと思って、思い出しましたっていうお話でした。 

 

■矢ケ崎部会長 

ありがとうございます。鈴木さんに今ご指摘いただいて、その方の組織の中には、実は Condé 

Nast（コンデナスト）とか Travel + Leisure（トラベルアンドレジャー）とかに書くライターが世界に

何十人もいるんですけども、そことのネットワークを持っている方がいらっしゃいますよね。 

以前に、東北が Condé Nast か何かに載ったんですよね。綺麗なすばらしい文章で載って、もう

その記事が出た途端に、そこに書いてある旅程そのまんま売ってくれっていうオーダーがかなり入っ

てきたっていうことがあって。 

インフルエンサーだけに頼ると失敗、っていうアドバイスいただいたという高田さんのすばらしいお

話いただきましたけど、私もそういうことじゃないんだなと。本物の価値をちゃんと、本物のクオリティ

あるところに書いてもらって残すっていうことに、北海道の場合は注力したほうがいいんだろうなあと

か。 

 

■鈴木委員 

その方、この間北海道にいらしていたんですけど、予算作ったら協力してくれると思います。そんな

に高いこと言ってませんでしたよ。 

 

■矢ケ崎部会長 

ここの部会だけでも、委員の方々はかなりネットワークをお持ちなので、そういう人脈を伝っていか

ないとできないことなんですよ、これって。なので、やったほうがいいですね。あと誰かナショジオ系

（National Geographic・ナショナルジオグラフィック）いないかな、みたいな感じでしょうかね。すみ

ません、余計なこと言いましたけれども、ぜひ視点は大事にされてください。 

一通りお話を伺いました。お聞きしていて、本当にこの部会のメンバーすごいなと思って。どれも大
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事なご指摘でありましたね。 

北米のターゲット、これ非常に大事なので、良いお客さん取りにかかりましょうという、ところを基

本路線としてやられると良いと思っています。先ほどのライターさんの話は、もちろん王道でやってい

ただくっていうことなんですけれども。 

北米というか、アメリカ系とフランス系の場合は、特に在日の方々へのアクセスというのが、実は何

気に大事なんですよね。日本に住んでらっしゃるアメリカ人。その方々から本国のアメリカ人が、日本

にくるときに情報を取っている。非常に信頼できる情報として取っているので、在日のアメリカ人が

北海道で ATの経験があるというところが、実は、後々すごい効いてくる。 

例えば、三沢の米軍基地にもいらっしゃいますけれども、三沢の米軍基地のあたりのアメリカ人の

旅行を仕切っているのは、米軍基地の中にある旅行会社。そういうチャネルになってるんですよ。そ

の旅行会社のチャネルには日本人はアクセスできないのかというと、そんなことないんです。意外と

頑張るといけるんです。そういう在日系を大事にするっていうのは、アメリカとフランスはしっかりやっ

といたほうがいいかなというふうに思います。 

あと、全国のデータで申し訳ないんですけれど、観光庁が出してるデータで、訪日外国人の旅行

の実態を調べているデータがありますけれども、アメリカの方は 1 人旅で来る方が結構多いですよ

ね。オーストラリアの方は家族旅行じゃないですか。2025年度のデータですけど、アメリカの方はパ

ートナー・夫婦で来る方が 27％、１人旅が 25.9％、家族で来るのが 24％、友人が 21％と、ばらけ

ているんですよね。こういう誰と一緒に来るかっていうことも考えた上で、受入体制とか、遡及する魅

力とか、そういうのを考えていけるんじゃないかなっていうふうに思ったりいたしました。 

皆様のご意見お聞きして、ぜひ事務局の方でご参考にしていただければと思います。 

では、最後に何か言い残したこととか、ここは共有してほしい、共有しておきたいということがござ

いましたらご発言をお願いしたいのですが、大丈夫ですか。 

 

■高田委員 

当たり前のことなんですけど、今来ているお客様たちをいかに満足させて帰すかっていうのは、１

番のプロモーションにはなると思います。 

 

■矢ケ崎部会長 

ありがとうございます。そこはもう絶対忘れちゃいけないポイントですね。そこを一番の土台に考え

ていかなきゃいけない。ご指摘ありがとうございます。 

それでは、今日の議題は大体こんな感じで。では、進行を事務局にお返しいたします。 

 

３ 閉会 

 

■大上課長 

矢ケ崎部会長ありがとうございました。本日の議事は以上となります。次回、第２回の開催につき

ましては、１０月もしくは１１月に開催予定の第３回観光審議会に合わせた日程とさせていただく予

定ですので、また改めて日程調整させていただきます。 
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これをもちまして、令和８年度第１回アドベンチャートラベル部会を閉会いたします。 

本日は誠にありがとうございました。 


